
公益社団法人 日本雪氷学会北海道支部 第 3 回理事会議事録 

 

１． 日時 

 2017年11月10日（金）15時00分～17時30分 

２． 場所  

 北海道開発技術センター 

３． 出席者(13 名) 

 苫米地、杉山、伊東(敏)、伊東(靖)、大廣、阿部、岩間、西田、天見、伊藤、飯塚、

高倉、荒川、大宮、杉田 (15名) 

 

４． 議事 

(1) 第 2 回理事会の議事録について 

 原案通り承認された。 

(2) 機関誌（北海道の雪氷 36 号）発行について(報告) 

 天見理事より、9月1日にホームページ上で公開されたことが報告された。 

 岩間理事より印刷版は本日完成し、来週以降発送作業に入る旨報告された。 

 原稿の遅れと、執筆要領に沿わない原稿があり、今後の課題として天見理事より報告

があった。 

 表彰のスケジュールにも影響することから、状況によって提出を打ち切ることも確認

された。 

(3) 地域講演会について(報告) 

 高倉理事から9月10日に稚内市で開催されたことが報告された。 

 今回は南極OB会の全面協力を得たが、単独開催では集客に不安がある旨報告がなされ

た。次回以降に向けて、共催、あるいは他イベントのタイアップも含めて担当理事で

検討していくこととなった。 

(4) サイエンスパークについて(報告) 

 大宮理事より7月28日(金)にサイエンスパークに出展し、盛況であった旨報告があっ

た。 

(5) 市民向け雪氷科学教室のイベントについて(報告及び審議) 

 大宮理事から“雪氷楽会”的なイベントを、1月21日(土)に北海道大学構内で、(特非)

雪氷ネットワークと調整中であることが報告された。 

 年度途中での話であり、財政支出は難しいこと、人的協力は可能な範囲で行うことが

確認された。 

 形態としては「後援」あるいは「協力」の形が適していると現状では考えられるもの

の、詳細についてはイベント本体の企画が固まっていないことから、大宮理事を窓口

として継続して調整することとなった。 



(6) 雪崩講演会等について(報告) 

 雪氷災害調査チームの報告として荒川理事より、10月28日(土)、10月29日(日)、10

月31日(火)に行った講習会について報告があった。 

 また、寄付が前年比で1件減少したが、新たに交渉中との報告があった。 

 従前用いていた保険契約が締結できなくなり、代替案が検討中であることが報告され

た。 

(7) 展示資料の製作について 

 荒川理事より2014年に原稿を作成したタペストリーについて製作を進めたい提案が

あった。 

 製作に特に異論はなかったが、予算の確保について担当理事(社会貢献、財務)間で調

整することとなった。 

(8) 雪氷研究大会(札幌)の準備状況について(報告) 

 伊東(敏)理事(雪氷研究大会実行委員長)より、雪氷研究大会の準備状況について報告

があった。 

 現在十日町大会の総括待ちであり、送付を待って次回委員会が開催される予定である。  

(9) 50 周年記念誌「雪氷研究の系譜」の終売について(審議) 

 伊東(靖)理事より、上記終売について提案があった。審議の結果、保存用を除き、近

隣図書館に寄贈して終売することとなり、伊東(靖)理事が対応にあたることとなった。 

(10) 雪氷賞の選考について(審議) 

 北の風花賞、北の六華賞の選考結果について、天見理事より報告があり、北の風花賞

に呉迪氏、北の六華賞に佐藤賢治氏が選出されたことが報告された。 

 北の蛍雪賞の選考について審議の結果、東海林明雄氏が選出された。 

 本人に担当理事(天見)より通知した後、速やかにホームページで公表することとなっ

た。 

(11) 次年度の支部予算について(審議) 

 岩間理事より、来年度の予算案について説明があった。北海道大学の使用量が値上が

りする中、他の予算を少しづつ減少させて作成した旨が報告された。 

 研究発表会の会場については、来年度は現状を継続する(2日間、北大)ものの、今後

については引き続き検討していく必要性が確認された。 

 各事業担当理事が予算案の項目や金額を確認し、修正点があれば年末までに岩間理事

へ連絡することにした。この予算調整を経て１月末頃に最終予算を確定することにし

た。 

(12) 次年度の役員体制について(審議) 

 次期役員体制案について審議された。3年程度で持ち回る原則を確認し、概ね任期と

なる理事については次回の理事会までに後任の調整を行っていくこととなった。 

(13) その他 



次回理事会について 

 平成30年4月10日(火)15時～北海道開発技術センターで開催することとなった。 

以 上 


